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案内図　S=1/4000

計画地
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（横浜税関）
クイーンの塔
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神奈川県庁
新庁舎

神奈川県庁
第二分庁舎

キングの塔
（神奈川県庁）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

神奈川県警察本部

本町通り関
内
大
通
り

みなとみらい線

日本大通り駅

みなとみらい線
馬車道駅

10,339.68
11,864.50

■ 敷地概要

）地番（他16番目丁2町本区中市浜横県川奈神 ： 　　　地在所　　
㎡81.171,1 ： 　　積面地敷　　

地火防/域地業商 ： 　　区地域地　　 域 /第 7種高度地区
　　　　　　　　　中央地区駐車場整備地区
　　　　　　　　　関内地区関内中央準特定地区（景観計画・関内地区都市景観協議地区）
　　　　　　　　　関内駅周辺 商住共存地区（横浜都心機能誘導地区）
　　法定建ぺい率： 80％（防火地域内の耐火建築物のため 100％）
　　法定容積率　： 800％
　　前面道路　　： 本町通り（南側：幅員 22m）
　　　　　　　　　北仲通り（北側：幅員 9ｍ）

■ 面積表

・横浜市市街地環境設計制度：容積率の割増し及び高さ制限の緩和→有効公開空地率15%以上。

※1万㎡を超える部分の係数0.7

店舗300㎡以下

■ 建物概要

造CR、造CRS　部一　造S ： 　　　模規造構　　
　　　　　　　　　　地上 13 階　地下 1階
　　最高高さ　　　：58.99 ｍ

㎡782.53      ： 　　　積面築建　　
㎡ ： 　　　積面床延　　
㎡ ： 積面床象対積容　　

　　用途　　　　　：事務所、店舗、駐車場

計画概要1
1-01 敷地概要・建物概要・⾯積表
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jaｸﾞﾙｰﾌﾟ 神奈川ﾋﾞﾙ 横浜市市庁舎

45m 155.4m 

横浜ｱｲﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰ

120m 

ｻﾞ ﾀﾜｰ 横浜北仲

200m 

横浜ﾒﾃﾞｨｱ･ﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ

70m 

89m 

横浜野村ﾋﾞﾙ

98m 

みなとみらいｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ

153m 

横浜三井ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸ
ﾞ

84m 

横浜ﾌﾞﾙｰｱﾍﾞﾆｭｰ

72m 

MMﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ

60m 

みなとみらいﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｴｱ

120m 

120m 60m 66m 31m 39m 

49m 14m 36m 51m 

みなとみらいｸ゙ ﾗﾝﾄ゙ ｾﾝﾄﾗﾙﾀﾜー ジャックの塔

旧東京三菱銀行横浜中央支店 旧横浜銀行本店別館横浜日本大通ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 旧川崎銀行横浜支店

クイーンの塔キングの塔

旧富士銀行横浜支店

旧三井銀行横浜支店
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■モダン（高層建築物） ■クラシカル（歴史的建造物）

計画地

計画建物みなとみらいエリア 関内エリア

計画地周辺の景観分析2
2-01 街並みの分析 -広域-

■クラシカル（歴史的建造物）とモダン（⾼層建築物）とが融合するエリア

計画地は歴史的建造物が点在する「関内地区」に位置しますが、都市部の新しい核として⾼層建築物の開発が進む「みなとみらい地区」にもほど近く、クラシカルとモダンが融合するエリアと⾔えます。
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ジャックの塔

❶旧東京三菱銀行横浜中央支店

❷旧横浜銀行本店別館

❸

❹

❺

旧横浜正金銀行本店本館

旧川崎銀行横浜支店 ❻旧三井銀行横浜支店

横浜郵船ビル

❽旧横浜生糸検査所附属
倉庫事務所

❾旧横浜生糸検査所附属
生糸絹物専用倉庫

クイーンの塔

旧富士銀行横浜支店10

横浜地方・簡易裁判所11

旧横浜商工奨励館12

旧横浜市外電話局13旧東京海上火災保険ビル❼

キングの塔

神奈川県庁新庁舎
H≒68m

Dｸﾞﾗﾌｫｰﾄ横浜
H≒75m

横浜第二合同庁舎
H≒96m

ｻ ・゙ﾀﾜｰ横浜北仲
H≒200m

横浜ｱｲﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰ
H≒120m

ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ
横浜ﾍﾞｲﾀﾜｰ
H≒135m

神奈川県警察本部
H≒92m

綜通横浜ﾋﾞﾙ
H≒46m

ﾌﾟﾗｲﾑﾒｿﾞﾝ
H≒44m

計画地
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❻ ジャックの塔

クイーンの塔

キングの塔

10
❼ 横浜地方・簡易裁判所

H≒60m

横浜情報文化ｾﾝﾀｰ
H≒57m

13
12

11

22m
▼

22m
▼

14m
▼

18m
▼

20m
▼

14m
▼

16m
▼

13m
▼

14m
▼

13m
▼

14m
▼

▼17m

15m
▼

14m
▼

17m
▼

14m▼

2
2-02 街並みの分析 -関内地区-

■計画地周辺の建造物との調和

計画地である関内地区は、国⼟交通省の都市景観 100選に選定されている地区で、横浜港の開港以来、⻄洋⽂化を⼀気に取り込み、昭和初期の近代洋⾵
建築が多く残されています。

本計画地周辺は⼤きな通りから⼀歩⼊ると⼩規模な古いオフィスが多い印象です。また、⾼層住宅をはじめとするマンションが増えていることも特徴の
⼀つです。

計画地周辺の景観分析

主な住宅・マンション
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関内桜通り ベイスターズ通り みなと大通り 日本大通り

計画地

クイーンの塔
（横浜税関）
クイーンの塔
（横浜税関）

神奈川県庁
新庁舎

神奈川県庁
第二分庁舎

キングの塔
（神奈川県庁）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

神奈川県警察本部

本町通り

北仲通り

関
内
大
通
り

郵便事業横浜支店

計画建物≒58.99m
▼

約 31.0mライン
▼

約 31.0mライン
▼

キングの塔
（神奈川県庁）（H≒23m）

計画建物≒58.99m
（反対側）
▼

関内桜通り 関内大通り

旧東京三菱銀行横浜中央支店
Dグラフォート横浜（H≒75m）

東京芸術大学大学院
馬車道校舎
(旧横浜市銀行横浜支店）

ジャックの塔

ベイスターズ通りみなと大通り日本大通り

関内大通り

横浜大同生命ビル

損害保険ジャパン
日本興亜

綜通横浜ビルプライムメゾン

横浜情報文化センター
（H≒56m）

三菱UFJ 銀行
横浜支店

横浜銀行協会

横浜本町
郵便局

みずほ銀行
横浜支店

旧三井銀行横浜支店

（横浜市開港記念会館）

横浜日本大通プロジェクト
（H≒60m）

N

2
2-03 街並みの分析 -本町通り- 

■本町通りの景観的特徴

本町通り側は、北仲通り側に⽐べて、ベージュを基調とした温かみのあるやさしい街並みが景観
の特性となっています。

特に神奈川県庁（キングの塔）や、横浜市開港記念会館（ジャックの塔）が、歴史的建造物の
景観の中⼼になっており、他にも点在する歴史的建造物の⾊彩や⾊調・ファサードの構成等を
尊重しながら、計画地における建築のあるべき姿を模索することが、重要なポイントとなります。

計画地周辺の景観分析

みなとみらい線

日本大通り駅

みなとみらい線
馬車道駅
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計画地

クイーンの塔
（横浜税関）
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ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

神奈川県警察本部

本町通り
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関
内
大
通
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計画建物≒58.99m
（反対側）

▼

計画建物≒58.99m
▼

約 31.0mライン
▼

約 31.0mライン
▼

ベイスターズ通り みなと大通り

神奈川県庁新庁舎

三菱東京UFJ 銀行
横浜支店

横浜銀行協会

関内桜通り関内大通り

関内桜通り 関内大通りベイスターズ通りみなと大通り

綜通横浜ビル（H≒46m） プライムメゾン（H≒44m）

商工中金横浜支店

N

2 計画地周辺の景観分析

2-04 街並みの分析 -北仲通り-

■北仲通りの景観的特徴

北仲通り側は、本町通り側に⽐べ、モノトーンを基調とした街並みが景観の特性となっています。

特に南側沿道の街並みは、海への眺望を意識した横連窓のファサードも⾒受けられますが、⽴⾯
に対する壁の⾯積が多い印象です。連続した北仲通りの都市景観との⼀体感を⽣み出しながら、
計画建物の⾼層ボリュームを軽減していくことが重要なポイントとなります。

みなとみらい線

日本大通り駅

みなとみらい線
馬車道駅
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3 オフィス事業環境分析

■関内地区の現況

関内・関外地区は、市内最⼤の業務集積地として経済・
雇⽤を牽引する役割を担ってきたエリアですが、オフィ
スビルの新規供給は、2010 年以降、約 10年間ない状態
が続いており、近年、事業所数および従業員数も減少傾
向にあります。

⼀⽅、みなとみらい地区では同じ期間に約 23 倍（延床
⾯積）の新規オフィスビルが供給されており、事業所数
や従業員数も上昇傾向にあり、交通の要衡である横浜駅
周辺地区や、みなとみらい地区と⽐べて、関内・関外地
区の業務・商業機能は相対的に低下傾向が⾒られます。

関内地区でも、新規オフィスの供給により需要を取り込
むことで、地域の活性化が⾒込まれます。

■関内地区の抱える問題

関内地区の賃料⽔準はみなとみ
らい地区や横浜駅地区、東京ビ
ジネス地区に⽐べて低位で推移
しています。

空室率についても、横浜ビジネ
スエリア全体として減少傾向に
あるものの、関内地区の空室率
はみなとみらい地区や横浜駅地
区に⽐べて相対的に⾼くなって
います。

⼀⽅で、建築コストは東京、横
浜のエリアによらず同⽔準であ
ることを鑑みると、関内地区の
⾼い空室率や低い賃料⽔準が、
新規のオフィスビル供給がなさ
れない⼀因であると考えられま
す。

そのため⺠間事業者にとって、
関内地区は事業性を確保するこ
とが難しいエリアとなっており
ます。

3-01 地域特性・⽴地特性の分析 -広域-
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3 オフィス事業環境分析

3-02 建て替えの意義

■計画背景と関内地区への貢献

みなとみらい地区との結節点である北仲通り地区には 2020 年、市役所の新市庁舎が竣⼯しましたが、本
計画地は市役所と県庁、裁判所等の官公庁を結ぶ導線上に位置しています。

また、今後、旧市庁舎の再開発も予定されており、北仲通り地区と関内駅周辺地区という⼆つの結節点と
ともに、本計画地に⼀定規模のオフィスビルを供給することは、関内地区の業務再⽣やにぎわいの創出に
貢献できるものと考えます。（下図）

1902 年（明治 35 年）に創業した⼤同⽣命は、創業者の⼀⼈である明治の⼥性実業家「広岡浅⼦」
の精神を受け継ぎ、中⼩企業を取り巻くさまざまなリスクに対し、最適な保障を提供することを
ビジネスモデルとしています。

横浜開港時より⾦融機関の集まる関内地区本町通りの中⼼地において、横浜⽀社は、地域・経済・
建築の中⼼的⼀翼を担ってきました。

横浜市中区本町 2 丁⽬の計画地に⼤正初期より居を構えており、本計画が 4 代⽬となり、関内
地区本町通りにおいて、横浜市／市街地環境設計制度を本格的に活⽤する最初のプロジェクトに
なります。

本計画では隣地との⼀体開発により規模の拡⼤を図ることや、市街地環境設計制度を活⽤するこ
とで、横浜市関係部局と協⼒して計画地の持つポテンシャルを最⼤限に引き出すことで、前述の
通り関内地区が課題として抱えているオフィス需給関係改善への貢献を⽬指します。

⼤同⽣命らしさを表現しながら、中⼩企業が多く集積する関内地区のニーズに応え、地域社会に
貢献することを第⼀とし、これまで担ってきた社会的役割を未来に継承するものです。

7



2003 20201993大同生命大阪肥後橋ビル 大同生命霞が関ビル大同生命大阪本社ビル1922 1935 大同生命札幌ビル1932 大同生命横浜ビル 大同生命札幌ビル

大同生命大阪肥後橋ビル
2003

大同生命霞が関ビル
1993

大同生命大阪本社ビル
1922

景観コンセプト4
4-01 景観コンセプト  - デザインコンセプト -

■建築家ヴォーリズによる⼤同⽣命ビルデザインの継承

⼤同⽣命横浜⽀社は⼤正初期の⽊造の初代建物に始まり、1932 年竣⼯の 2 代⽬、1983 年竣⼯
の 3 代⽬、そして本計画が 4 代⽬の⽀社となります。

中でも 1932 年竣⼯の 2 代⽬は、建築家ヴォーリズによる横浜で数少ない建築の⼀つです。

⽇本の近代建築に⼤きな⾜跡を残したヴォーリズの妻が、⼤同⽣命第 2 代社⻑・広岡恵三の妹
であったことから、ヴォーリズは旧肥後橋本社ビルをはじめ、⼤同⽣命の本社、⽀社 11 棟の建
築を⼿掛けており、テラコッタを基調とした建築デザインは、今⽇でも⼤同⽣命のビルに息づ
いています。

本計画においても、⼤同⽣命の歴史的意匠を継承し、テラコッタを基調とした全体デザインイ
メージとします。

⽣命保険会社としての⾵格を持ちながら、現代の建築技術を活かした縦連窓の外観イメージは、
⾼層建築としての伸びやかさや軽やかさを併せ持ち、みなとみらい地区から広がるモダン（⾼
層建築物）エリアとしての特徴にマッチします。

また、壁に施されたテラコッタを彷彿とさせる外装は、関内地区の歴史的建造物が持つクラシ
カルさに調和するものであり、⾊彩基準についても街並みに馴染む⾊合いを⽬指します。

この伝統と格式を継承しながら、新しい時代へ向かう新しい⼤同⽣命横浜ビルは、地区内の新
たなランドマークとして、その都市景観の⼀端を担うものとなります。
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景観コンセプト4
4-02 景観コンセプト  - 景観形成 -

■ヴォーリズのデザインコード ⼤同⽣命らしさの継承

1932 年竣⼯の2 代⽬建物も、建築家ヴォーリズの設計でした。
基壇の上に３分割された縦基調のファサードで構成された建築
で、様式性とモダンを兼ね備えた建築デザインでした。
本計画においても、ヴォーリズ建築のデザイン要素を当地区の
街並みに合わせて再構成し、⼤同⽣命らしさを表現しながら、
街並みに調和する顔づくりを⾏いました。
２層の基壇の上部に縦連窓のファサード構成とし、構造計画に
合わせて縦連窓を⼤きく3つのボリュームに分割しています。

歴史的な街並みにも調和する外装デザインとしています。

外壁素材もヴォーリズ建築をはじめとした各所の⼤同⽣命ビル
に展開されているテラコッタ調タイルを⽤いることで、関内の

9



景観コンセプト4
4-03 景観コンセプト  - 景観形成 -

10



計画建築物
▼

計画建築物
▼

計画建築物
▼

計画建築物
▼

■

景観シミュレーション5
5-01 ⿃瞰

敷地形状に対する⼯夫と都市景観形成への⼀助

敷地形状に対して南北⾯をセットバックさせることで、本町通りと北仲通りへの圧迫感を軽減させる
とともに、あわせて東⻄⾯の壁⾯量も軽減されることで、全体としてボリューム感の軽減を図っていま

景観の調和を図っています。隣地に⾯する東⻄側壁⾯も窓と⽬地によって縦⽅向の分節を⾏い、圧迫感の軽減を
図っています。

す。本町通りと北仲通りに⾯する南北⾯は、端正な縦基調のファサードとすることで、都市の中で際⽴たず、

11



計画建築物
▼

計画建築物
▼

計画建築物
▼

計画建築物
▼

眺望の視点場

眺望の視点場

計画地

景観シミュレーション5
5-02 遠景-視点場からの眺望「⼤さん橋」-

■「⼤さん橋」の視点場からの眺望に対する配慮と⼯夫

計画地は横浜三塔である横浜税関本関庁舎（クイーンの塔）
の後景エリアに位置しています。眺望の視点場から計画建物
の屋上部が望めるため、屋上設備は⽬⽴たないように⼯作物
で遮蔽することはもちろん、建築本体と⼀体的にデザイン
することで、建築単体として、また同時に街並みにおける
建築群の⼀つとして、違和感がないよう配慮しました。

眺望対象と同調しないために、⾊彩は「横浜三塔の後景エリア
における建築物の⾊彩基準」の中で、⼤同⽣命の⼀連の建築の
ベーシックカラーでもあるピンクベージュを採⽤することで、
クイーンの塔と⾊相と⾼さを変え、変化をつける⼯夫を⾏いま
す。

また、計画建物は、屋上の⼯作物をセットバックさせることで、
奥⾏き感を⽣むことを⽬指しました。計画建物は、あくまで眺望
対象の背景となるよう⼯夫し、眺望対象が引き⽴つ配慮を⾏いま
した。
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計画建築物
▼

計画建築物
▼

景観シミュレーション5
5-03 遠景-視点場からの眺望「⾚レンガパーク」-

■「⾚レンガパーク」の視点場からの眺望に対する配慮と⼯夫

⾚レンガパークの視点場からの眺望では、「⼤さん橋」の視点場
からの眺望よりも計画地が近くなりますが、標⾼が 14.6m程度
下がった視点場であるため、計画建物は⼿前の建築群に遮られ、
⾒える範囲が⼩さくなります。

屋上の⼯作物部分が⾒える部分となりますが、頂部まで建物と
同様のデザインを施すことで、単なる屋上設備置場にみえない
⼯夫を⾏いました。

眺望の視点場

眺望の視点場

計画地

計画建築物
▼

計画建築物
▼
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計画建築物
▼

計画建築物
▼

計画地

クイーンの塔
（横浜税関）
クイーンの塔
（横浜税関）

神奈川県庁
新庁舎

神奈川県庁
第二分庁舎

キングの塔
（神奈川県庁）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

神奈川県
警察本部

本町通り

北仲通り

関
内
大
通
り

N

❷

❶

❶ ❷

景観シミュレーション

5-04 近景-本町通り-

■本町通りに対する配慮と⼯夫

計画建物は本町通りに⾯する周辺街区の中では⾼い建物となります
が、建物全体を敷地境界線から⼤きくセットバックしたことや、屋上
⼯作物をさらにセットバックしたことで圧迫感を軽減させています。

⽇本⼤通り駅から⾺⾞道駅へ向かう場合には、計画建物は横浜三塔で
ある横浜市開港記念会館（ジャックの塔）の背景となりますが、通り
から壁⾯を⼤きくセットバックしたことで圧迫感はなく、建物⾼さも
みなとみらいへ向かって建物が⾼くなっていくため、違和感はありま
せん。

さらに、基壇部にはヒューマンスケールのタイル素材や温かみのある
優しい⾊彩とすることで、歩⾏者⽬線での歴史と⾵格を併せ持つ街並
みにもなじむよう配慮した計画としています。

また、彩度の⾼い近傍の建築よりも彩度を落としているため、⾼層部
の建物の印象は弱く、圧迫感を軽減しています。

5
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計画建築物
▼

計画建築物
▼

本町通り

北仲通り

関
内
大
通
り

計画地

クイーンの塔
（横浜税関）
クイーンの塔
（横浜税関）

神奈川県庁
第二分庁舎

キングの塔
（神奈川県庁）

ジャックの塔
（横浜市開港記念会館）

神奈川県
警察本部

N

館）館館））館）

神奈川県庁
新庁舎

❹

❸

❸ ❹

5-05 近景-北仲通り-

■北仲通りに対する配慮と⼯夫

計画建物は、北側においても敷地境界線から⼤きく壁⾯をセットバッ
クさせており、屋上⼯作物はさらにセットバックさせることで、通り
に対する圧迫感を軽減させる⼯夫を⾏っています。

このように段階的にセットバックしたことにより、通りに対する空の
⾯積が⼤きくなっていることは、敷地北⻄部（図中❸）から⾒たとき
にはっきりと確認できます。

また、本町通り側と同じく、基壇部にはヒューマンスケールのタイル
素材や温かみのある優しい⾊彩とすることで、歩⾏者⽬線での歴史と
⾵格を併せ持つ街並みにもなじむよう配慮した計画としています。

海からの街並みとなる北仲通りの都市景観（本町通りよりも壁⾯の多
い街並みの印象）との連続的⼀体感を⽣み出しながら、計画建物の⾼
層ボリュームを軽減していくため、本町通り側の南側⽴⾯の構成を踏
襲しながらも、ガラス⾯を少なくし、壁⾯量の多いデザインとしまし

景観シミュレーション5

た。

15



建物コンセプト6
■関内地区業務再⽣への貢献

本計画では、低層部に店舗区画を設けるとともに、⾼層部は
使い勝⼿の良い矩形の純粋なオフィスとします。

近年注⽬される働き⽅改⾰や BCP 対策が可能な設備を兼ね備
えています。

加えてウィズコロナ・アフターコロナを⾒据えた事業継続性
の⾼いテナントの誘致を⽬指します。テレワークで注⽬され
る居住地近郊のレンタルオフィスやシェアオフィス、サテラ
イトオフィスに活⽤していくことも可能です。店舗区画では
このような利⽤⽅法に加えて、後述のとおり、持ち帰り可能
な飲⾷店とすることも可能です。

オフィスフロアは、フロア貸しに加え、関内地区のニーズに
あった⼩規模な区画にもフレキシブルに対応可能です。

みなとみらい地区では、近年、多くの企業が県外から移転し
ており、それらの企業の取引先、関連企業の近隣地域への移
転ニーズも⾒込まれます。みなとみらい地区と関内地区の結
節点にほど近いという⽴地を活かし、新たな職種や業種を関
内地区に引き込むことで、関内地区の業務再⽣に貢献します。

また、関内地区には築年数の経過したオフィスビルが多数存
在しますが、関内地区で 10年ぶりのオフィスビル新規供給と
なる本計画が成功することにより、さらなるオフィスビルの
新規供給につながることも期待できます。

6-01 建物コンセプト  - 10年ぶりのオフィスビル供給-

16



：オープンスペース ：歩行者ネットワーク ：新たな歩行者ネットワーク

建物コンセプト6
6-02 建物コンセプト -歩⾏者ネットワークの形成-

■空地のネットワーク形成

■貫通通路による街区の回遊性向上

■周辺のオープンスペースの事例

本建物は街区のほぼ中央に位置するため、本町通りと北仲通りを
つなぐ貫通通路を設けることで、歩⾏者ネットワークの補完を図
ります。本町通りと北仲通りをつなぐことで、より回遊しやすい
街区をつくり出し、歩⾏者ネットワークの形成と促進を図ってい
ます。

神奈川県警察本部 象の⿐パーク ⽇本⼤通り プライムメゾン

公開空地を設けた施設としては、周辺に横浜市役所、神奈川県警
察本部、象の⿐パーク、⽇本⼤通り等がありますが、これらのオ
ープンスペースとあわせて、歩⾏者ネットワーク上の新たな賑わ
い拠点、またブレイキングスポット等として活⽤できるスペース
とし、歩⾏者ネットワーク形成の⼀助とします。

関内地区における歩⾏者ネットワーク

貫通通路

象の鼻パーク

日本大通

プライムメゾン

計画地

横浜メディア
ビジネスセンター

JNタワー

Park Axis
横浜関内SQUARE
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建物コンセプト6
6-03 建物コンセプト  -にぎわいの形成⽅針-

■本町通りのにぎわいイメージ

『イノベーション都市・横浜』における新しいオフィス街とし
て、関内地区の先駆的存在（地区の将来の開発のベンチマーク）
となるよう低層部のにぎわい形成を⼯夫します。

低層部の柱をなくし、通りから⾒る店舗の間⼝が広がってい
ます。店舗の⼤きなガラス⾯が、圧迫感のない開放的なファ
サードをつくり出し、にぎわいが通りに滲み出す⼯夫を⾏い
ました。

周辺の建物の 1 階は純粋なオフィスのエントランスの構えが
多く、閉鎖的な印象ですが、本計画では、開放感のある構え
を実現しています。利⽤しやすい店舗は、本計画のオフィス
ワーカーはもちろん、周辺のオフィスワーカーにとっても魅
⼒的なものとなります。

店舗業態としては、カフェなどの飲⾷店をはじめ、ウィズ

として、ベーカリーやコーヒーショップなどの持ち帰り専⾨
の飲⾷店、フラワーショップなどが考えられます。

コロナ・アフターコロナを⾒据えた事業継続性の⾼い業態

18



にぎわいの形成6
6-04 建物コンセプト -にぎわいの形成⽅針-

■北仲通りのにぎわいイメージ

北仲通りは、本町通りに⽐べ、道路幅も狭く、⼈通りも疎ら
になります。計画地における駐⾞場への出⼊⼝も北仲通り側
に取らざるを得ない状況ですが、ここにも⼯夫の余地はあり
ます。

本計画では、北仲通り側に対し、にぎわいの形成の⼀つとして、
キッチンカーや⼩規模なイベントスペースとして活⽤するこ
とを想定しています。

例えば、本町通り側では困難な歩⾏者天国等が今後のまちづ
くりの在り⽅として将来的に活⽤され始めれば、まち全体で
のイベントを⾏うスペースとして活⽤していくことも可能で
す。キッチンカーではなく、周辺住⺠への貢献を意識したく
つろぎや憩いのスペースとして利⽤にすることも可能です。

今後、関内地区の開発が進み、このような空地が街並みの中
にスポット的に点在していくことを期待し、本計画ではその
賑わい創出の余地を確保していくことが、将来にわたり関内
地区に貢献していくことができる⼯夫と捉えております。

また、貫通通路を利⽤し、本町通り側の歩⾏者を北仲通り側へ
引き込むことも可能となります。
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歩⾏者ネットワーク
貫通通路への
アプローチ
スペース

建物コンセプト6
-にぎわいの形成⽅針-

キッチンカーや⼩規模な
イベントスペースとして積極的に活⽤し

まとまりのあるスペースを形成

通りに開けた店舗ファサード

緑地
スペース 緑地+店舗テラススペース

貫通通路への
アプローチ
スペース

緑地スペース+
貫通通路への
アプローチ
スペース

歩⾏者ネットワーク

緑地
スペース

緑地
スペース

15
00

20
00

キッチンカー

店舗 店舗

公開空地範囲を⽰す

貫通通路が
本町通りと北仲通りをつなぐ
新たな回遊ルートをつくる

1F平⾯図

A

カウンターベンチ

A

A断⾯イメージ

カウンター
ベンチ

滞留スペース

滞留スペース

45
085
0

1500 1500

カウンターベンチイメージ

店舗

店舗からのにぎわい
街からのにぎわい

オフィス

歩道 歩道上
空地

一般公開
空地 店舗テラス

▽
道
路
境
界
線

公開空地範囲を⽰す

■本町通り側
公開空地の植栽にカウンターを設
け、⼈が滞留できるスペースを計
画します。店舗からの賑わいと、
公開空地の相乗効果により、街へ
賑わい空間をつくり出します。テ
ラス前⾯には階段を設けろことに
より、公開空地とテラススペース
をスペースを緩やかに隔てます。

15
00

15
00

6-05 建物コンセプト 

給排⽔・電源の設置

20



計画地
▼

建物コンセプト6
6-06 建物コンセプト  -みどりのデザイン-
■本町通りのみどりのデザインイメージ

関内地区のある中区では、緑被率が市平均に⽐べて低いこと
が課題認識されており、計画地周辺の街路樹は、イチョウや
サクラ、プラタナス等の落葉樹が多く⾒受けられます。

本計画地の公開空地には、冬でもみどりのうるおいを感じら
れるように常緑樹であるクロガネモチを想定し、植樹してい
ます。計画地周辺の街路樹と合わせて、公開空地上に連続し
た⽇陰を提供することができ、また、そこに⼈が滞留する
ことで、新たな賑わい拠点の促進を図ります。

クロガネモチの成⻑は⼀般的に10m程度にとどまり、メンテ
ナンスもしやすく、⽐較的都市環境にも耐えられる植⽣であ
り、街路樹等にも採⽤されています。
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図⾯編7
7-01 平⾯図 1/300

地下1階平⾯図 1階平⾯図

22



図⾯編7
7-02 平⾯図 1/300

基準階平⾯図 PH階平⾯図
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図⾯編7
7-03 平⾯図 1/300

PH階+2500平⾯図 R階平⾯図

24



図⾯編7
7-04 ⽴⾯図 1/400

南側⽴⾯図 ⻄側⽴⾯図
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図⾯編7
7-05 ⽴⾯図 1/400

北側⽴⾯図 東側⽴⾯図
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南北断⾯図 東⻄断⾯図

本町通り 北仲通り

東海ビル

関内桜通り

弁護士ビル
横浜 HI ビル

みなとみらい線

図⾯編7
7-06 断⾯図 1/400
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事業者提案に対する市の考え方 

 

 

本計画は、本市として関内地区への業務機能の集積を図りたいと考えている中で、約 10

年ぶりとなる関内地区におけるオフィスビルの供給です。土地が細分化されている関内

地区の特性を考えると、本計画は今後更新時期を迎える他のオフィスビルのモデルとな

ると考えており、事業者との協議では、ファサードや公開空地の使い方について、大変多

くの時間を割いてきました。これらの協議を踏まえ、以下に市の考え方を示します。 

 

１ ファサードデザイン 

(1)縦分節 

本計画は、平面計画上の柱の配置に合わせて縦方向に３つに分節し、建築家ヴォーリ

ズ設計の大同生命横浜支社２代目のデザイン要素を現代に再構成する計画となってい

ます。 

本町通り側の立面では、低層部から最上階に至るまでガラス面を連続させた２本の

縦ラインがスリット状に壁面を３つに分節しています。さらに、縦ラインとなる部分の

ガラス面はその他の壁面よりも室内側に引いた位置に設けられており、これによって

陰影がつくため、より縦方向のラインが強調されています。 

北仲通り側の立面では、壁が多い中央部分の左右にガラス面の多い壁面が配置され、

素材により３つに分節されています。 

これらの工夫により、約 35ｍと横方向に長い板状な印象を軽減していると考えます。 

 

(2)３層の構成 

建物は大きく分けて基壇部、胴部、頂部の３層に分けられています。基壇部は大きく

３つの門構えを設ける形にすることで重厚感をもたせ、歴史的建造物が多く立地する

本町通りの趣を尊重しています。また、胴部はガラスを基調にすっきりと仕上げ、約

31m の部分において横ラインで分節して周辺の街並みとの調和を図ると共に、壁面の

色を切り替え、上層になるほど軽い印象となるよう配慮されています。頂部は屋上に配

置された設備を目隠しする機能を持つ部分ですが、建物のデザインに取り込み、全体と

して調和のとれた計画となっています。 

 

(3)基壇部における賑わいの創出 

本町通り側の１階部分にはカフェ等の飲食店やベーカリー等を想定した店舗を配置

し、高さ３ｍの大きな開口を連続して設けることで、本町通りに沿って設けられた公開

空地やファニチャーとともに街並みに賑わいを出す計画となっています。 

 

資料１－３ 



 

 

(4)色彩計画 

他の大同生命ビルに共通する、テラコッタをイメージしたピンクベージュを基調とし

た仕上げとしており、歴史的建造物の多い本町通りの街並みにあった計画となっていま

す。 

 

(5)夜間景観 

本町通り側の基壇部に大きな開口が設けられていることにより、本町通りに明かりが

もれ、人の気配と賑わいがもたらされています。また、北仲通側の立面には窓面以外の光

源を設けず、眺望の視点場となる大さん橋や赤レンガ倉庫からの景観に支障とならない

よう配慮されています。 

 

２ 外構の工夫 

(1)公開空地 

本町通り側、北仲通り側ともに約４ｍセットバックして公開空地等を設け、ゆとりあ

る歩行者空間を生み出しています。 

本町通り側には、道路と敷地の高低差を活かし、立位でも座位でも使用できるカウン

ターベンチを植栽周りに設けており、１階店舗やテラスとともに立体的な街の賑わい

を生み出す工夫がされています。また、屋外空間でコミュニケーションを取りながら仕

事をするオフィスワーカーたちの姿はオフィス街としての関内の新しい風景になりう

ると考えており、今後の関内地区での働き方を示唆する新しい試みと考えています。 

企業支援シェアオフィス等のある北仲通り側には公開空地とともに給排水や電源の

設備が設けられています。キッチンカーの設置や小規模なイベントの開催が可能とな

っており、オフィスワーカーの就業環境の向上や交流促進とともに、北仲通り側のヒュ

ーマンスケールな雰囲気を活かした設えとなっています。 

 

(2)貫通通路 

敷地の東側には本町通りと北仲通りをつなぐ貫通通路が設けられ、当該敷地が立地

する街区の中央部分に新たな回遊ルートを生み出す計画となっています。さらに、貫通

通路となる部分の舗装は歩道と同系統の設えをし、反対側の通りへと誘導する工夫が

されています。 
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